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研究成果の概要 

シロイヌナズナにおいて常温・低温・高温のそれぞれで異なる標的遺伝子の発現を制御する RVE転写因

子の制御機構について解析を行った。その結果、RVE と相互作用するコアクチベーターである 4 つの

LNKタンパク質が温度によって使い分けられることを明らかにした。これらの LNKタンパク質は低温ま

たは高温ストレスに応答してリン酸化されることを見出した。また、RVEを含めた温度センサー転写因

子群について過剰発現植物体を用いて共免疫沈降を行い、共精製産物を質量分析装置で解析すること

で、各因子の相互作用因子候補を同定した。 

さらに、温度センサーRVE 転写因子のトマトにおける相同遺伝子について、GFP融合遺伝子の過剰発現

体とゲノム編集変異体を作出した。T0 世代の植物体を用いて GFP 融合タンパク質の蛍光観察を行った

結果、通常生育条件下において核と細胞質で蛍光が見られた。 
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